
JP 4311844 B2 2009.8.12

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ノズル体に設けたエアゾール内容物の流出路の流出先端部を半円球状に形成すると共に
この流出先端部に、流出路と直角に交差する拡散割溝を、その底部を流出路の流出先端部
に０．１ｍｍ～流出先端部の半円球状の半径の２分の１切り込んでノズル体の外面から形
成し、この拡散割溝の溝深さ及び溝幅を一端から他端まで変化させることなく均一に形成
するとともに、流出先端部の半円球状の円心Ｏと拡散割溝との接触角度θによってエアゾ
ール内容物の噴射角を決定することを特徴とするエアゾール用ノズル。
【請求項２】
　流出路の直径は、０．５ｍｍ～２．０ｍｍであることを特徴とする請求項１のエアゾー
ル用ノズル。
【請求項３】
　拡散割溝の溝深さは、０．２ｍｍ～３．０ｍｍであることを特徴とする請求項１のエア
ゾール用ノズル。
【請求項４】
　拡散割溝の溝幅は、０．１５ｍｍ～０．５ｍｍであることを特徴とする請求項１のエア
ゾール用ノズル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
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　本発明はエアゾール用ノズルに係るもので、長方形状に近似した広角な噴霧パターンを
得ようとするものである。この長方形状に近似した噴霧パターンにより、塗料や、薬剤を
目的部に効率よく噴射塗布したり、目的部以外へのエアゾール内容物の飛散を防止しよう
とするものである。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、エアゾール内容物を広角な噴霧パターンで噴霧しようとするものに、メカニカル
ブレークアップ噴孔が知られている。このメカニカルブレークアップ噴孔は、ノズル内に
渦巻き状の溝を形成して、内容物の流れに旋回力を与えることによって広角な噴霧パター
ンを得ようとするものである。その為、噴霧パターンが円形となり、網戸等の角形の塗布
目的部に、範囲を限定してエアゾール内容物を塗布しようとする場合には好ましくないも
のであった。
【０００３】
　また、網戸等の角形の塗布目的部に、範囲を限定してエアゾール内容物を塗布する方法
として、通常のノズルを複数個並べて配置し、この複数個のノズルから同時にエアゾール
内容物を噴射することにより、長方形状に近似した噴霧パターンを得ようとしたものが知
られている。この方法は、円形の噴霧パターンを並べるものであるから、噴霧パターンに
濃淡が生じたり、必ずしも長方形状に近似したものとは成らないし、複数のノズルを形成
するため製造に手数を要し高価となる欠点を有している。
【０００４】
　また、特公昭５４－２８９６４号公報記載の発明や、特公平２－４９１４３号公報記載
の発明の如く、１個のノズルで長方形状に近似した噴霧パターンを得ようとするものが知
られている。これらの従来例は、メカニカルブレークアップ噴孔の如く円形の噴霧をする
ものでもないし、複数のノズルを形成するものでもないから、廉価に長方形状に近似した
噴霧パターンを得ることができる利点を有している。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、特公昭５４－２８９６４号公報記載の発明に於いては、ノズルの形状が
複雑で、ノズルと連通する拡散割溝が段部を有するものとなっている。また、特公平２－
４９１４３号公報記載の発明に於いては、ノズルと連通する拡散割溝がノズルとの連通部
分から広くＶ字型に拡開している。
【０００６】
　上述の如く拡散割溝に段部を設けたり、拡散割溝をノズルとの連通部分から広くＶ字型
に拡開すると、ノズルから噴出したエアゾール内容物が段部に衝突したり、急激な拡散に
よって発泡や、目的部外への飛散を生じるものとなり、塗布目的部のみへの確実な噴射と
、エアゾール内容物の均質な塗布を目的とする場合に好ましくないものとなる。
【０００７】
　本発明は上述の如き課題を解決しようとするものであって、発泡や飛び散りのない長方
形状に近似した噴霧パターンを得ることにより、塗布目的部のみへのエアゾール内容物の
確実な噴射と、簡易な構造による廉価な製品を得ようとするものである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明は上述の如き課題を解決するため、ノズル体に設けたエアゾール内容物の流出路
の流出先端部を半円球状に形成すると共にこの流出先端部に、流出路と直角に交差する拡
散割溝を、その底部を流出路の流出先端部に０．１ｍｍ～流出先端部の半円球状の半径の
２分の１切り込んでノズル体の外面から形成し、この拡散割溝の溝深さ及び溝幅を一端か
ら他端まで変化させることなく均一に形成するとともに、流出先端部の半円球状の円心Ｏ
と拡散割溝との接触角度θによってエアゾール内容物の噴射角を決定するものである。
【０００９】
　また、流出路の直径は、０．５ｍｍ～２．０ｍｍであっても良い。
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【００１０】
　また、拡散割溝の溝深さは、０．２ｍｍ～３．０ｍｍであっても良い。
【００１１】
　また、拡散割溝の溝幅は、０．１５ｍｍ～０．５ｍｍであっても良い。
【００１２】
【作用】
　本発明は、上述の如く構成したものであるから、押釦を押圧してエアゾール容器のバル
ブ機構を開弁すると、エアゾール内容物がノズル体の流出路に流入する。この流入したエ
アゾール内容物が流出先端部に到達すると、この流出先端部は半円球状に形成してあるか
ら、エアゾール内容物の噴出圧力は流出先端部の一部に偏ったり、集中したりすることな
く、流出先端部の内面に均一に拡散する。
【００１３】
　この拡散されたエアゾール内容物は、流出先端部から外部に噴出するが、その噴出方向
は拡散割溝によって両側を規制され、上下方向または左右方向のみ拡散して、一定の厚み
を有する扇形に噴射される。この扇形の噴射角度は、拡散割溝の底部を流出路の流出先端
部に切り込んで形成した開口幅、即ち、流出先端部の半円球状の円心Ｏと、拡散割溝との
接触角度θによって決定される。この接触角度θが大きければ大きな噴射角を得られるし
、小さければ小さな噴射角となる。
【００１４】
　また、拡散割溝は、溝深さ及び溝幅を一端から他端まで変化させることなく均一に形成
したものであるから、従来例の拡散割溝に段部を設けたり、拡散割溝を流出路との連通部
分から広くＶ字型に拡開したものとは異なり、ノズルから噴出したエアゾール内容物が段
部に衝突したり、急激な拡散によって発泡や、目的部外への飛び散りを生じる事がない。
そのため、塗布目的部のみへの確実な噴射と、エアゾール内容物の均質な塗布を可能とす
るものである。
【００１５】
　また、流出路の流出先端部は、半円球状に形成されていることが重要で、三角、四角等
の角形形状では、エアゾール内容物が不定型な拡散を生じたり、発泡を生じるものとなり
好ましくない。
【００１６】
　また、流出路の直径は、０．５ｍｍ～２．０ｍｍであっても良く、０．５ｍｍよりも直
径が小さいと成形が困難であるし、２．０ｍｍよりも直径が大きいと、エアゾール内容物
の必要な噴射圧力が得られないものとなる。
【００１７】
　また、拡散割溝の溝深さは、０．２ｍｍ～３．０ｍｍであっても良く、０．２ｍｍより
も浅いと成形が困難であるし、流出先端部から噴出するエアゾール内容物の噴射幅を規制
することができず、円形、楕円形等の噴射パターンとなる。また、３．０ｍｍよりも深い
と、エアゾール内容物と拡散割溝内面との衝突によって発泡を生じるものとなる。
【００１８】
　また、拡散割溝の溝幅は、０．１５ｍｍ～０．５ｍｍであっても良く、０．１５ｍｍよ
りも狭いと成形が困難であるし、０．５ｍｍよりも広いとエアゾール内容物の圧力が拡散
されて目的部までの必要な噴射距離を得ることが出来ない。
【００１９】
　また、拡散割溝は、底部を流出路の流出先端部に０．１ｍｍ～流出先端部の半円球状の
半径の２分の１、切り込んで形成する。この切り込みを０．１ｍｍよりも小さく保つこと
は成形上困難であるし、開口幅、即ち、流出先端部の半円球状の円心Ｏと、拡散割溝との
接触角度θが小さくなり、十分な噴射角が得られない。また、この切り込みが流出先端部
の半円球状の半径の２分の１、よりも大きいと噴射角が大きすぎて、エアゾール内容物は
目的部に到達せずに周囲に飛散してしまうものとなる。
【００２０】
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【実施例】
　以下、本発明の一実施例を図面に於て説明すれば、(１)は押釦で、エアゾール容器(２)
のステム(３)と接続し、このステム(３)の押圧によりエアゾール内容物の噴射を可能とし
ている。この押釦(１)にはノズル体(４)を形成し、ステム(３)の押圧時にエアゾール容器
(２)の内部とノズル体(４)を連通可能としている。
【００２１】
　また、ノズル体(４)には、エアゾール内容物の流出路(５)を軸方向に形成し、この流出
路(５)の直径を０．５ｍｍ～２．０ｍｍの範囲で形成すると共に流出路(５)の流出先端部
(６)を半円球状に形成する。三角、四角等の角形ではなく、半円球状に形成することによ
り、エアゾール内容物の噴出圧力が流出先端部(６)の一部に偏ったり、集中したりするこ
となく、均一に拡散出来るものとなる。
【００２２】
　また、この流出先端部(６)には、流出路(５)と直角に交差する拡散割溝(７)をノズル体
(４)の外面から形成し、この拡散割溝(７)の溝深さ及び溝幅を一端から他端まで変化させ
ることなく均一に形成している。そして、拡散割溝(７)の溝深さは、０．２ｍｍ～３．０
ｍｍで形成すると共に溝幅を、０．１５ｍｍ～０．５ｍｍに形成する。
【００２３】
　また、拡散割溝(７)は、底部(８)を流出路(５)の流出先端部(６)に０．１ｍｍ～流出先
端部の半円球状の半径の２分の１、切り込んで形成する。この切り込みにより、拡散割溝
(７)と流出路(５)の流出先端部(６)とが連通し、噴出口(９)を形成する。
【００２４】
　上述の如く構成したものに於て、エアゾール内容物の噴霧を行うために、押釦(１)を押
圧してエアゾール容器(２)のバルブ機構(図示せず)を、ステム(３)を介して開弁すると、
エアゾール内容物がノズル体(４)の流出路(５)に流入する。この流入したエアゾール内容
物が流出先端部(６)に到達すると、この流出先端部(６)は半円球状に形成してあるから、
エアゾール内容物の噴出圧力は流出先端部(６)の内面で一部に偏ったり、集中したりする
ことなく、均一に拡散する。
【００２５】
　この拡散されたエアゾール内容物は、流出先端部(６)から外部に噴出するが、その噴出
方向は、図２に示す如く、拡散割溝(７)によって両側を規制され、上下方向または左右方
向にのみ拡散して、一定の厚みを有する扇形に噴射される。この扇形の噴射角度は、拡散
割溝(７)の底部(８)を流出路(５)の流出先端部(６)に切り込んで形成した開口幅、即ち、
流出先端部(６)の半円球状の円心Ｏと、拡散割溝(７)との接触角度θによって決定される
。この接触角度θが大きければ、大きな噴射角を得られるし、小さければ小さな噴射角と
なる。
【００２６】
　また、拡散割溝(７)は、溝深さ及び溝幅を一端から他端まで変化させることなく均一に
形成したものであるから、従来例の拡散割溝(７)に段部を設けたり、拡散割溝(７)を流出
路(５)との連通部分から広くＶ字型に拡開したものとは異なり、ノズルから噴出したエア
ゾール内容物が段部に衝突したり、急激な拡開によって発泡や、目的部外への飛び散りを
生じる事がない。そのため、塗布目的部のみへの確実な噴射と、エアゾール内容物の均質
な塗布を可能とする。
【００２７】
　また、エアゾール内容物の３０度の噴射角を得る場合と９０度の噴射角を得る場合の各
部の実施例寸法を示す。
【００２８】
　エアゾール内容物の３０度の噴射角を得るには、流出路(５)の直径１．０ｍｍ、拡散割
溝(７)の溝幅０．２ｍｍ、拡散割溝(７)の溝深さ０．３ｍｍ、拡散割溝(７)底部(８)の流
出先端部(６)への切り込み深さ０．１ｍｍとした。この場合、流出先端部(６)の半径は０
．５ｍｍである。
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　また、エアゾール内容物の９０度の噴射角を得るには、流出路(５)の直径１．０ｍｍ、
拡散割溝(７)の溝幅０．２ｍｍ、拡散割溝(７)の溝深さ０．３ｍｍ、拡散割溝(７)底部(
８)の流出先端部(６)への切り込み深さ０．２５ｍｍ(流出先端部(６)の半径０．５ｍｍ)
とした。
【００３０】
【発明の効果】
　本発明は上述の如く構成したものであるから、発泡や飛び散りのない、長方形状に近似
した噴霧パターンを得ることを可能とし、塗布目的部のみへのエアゾール内容物の確実な
噴射と簡易な構造による廉価な製品を得る事ができる。
【００３１】
　また、流出先端部は半円球状に形成してあるから、エアゾール内容物の噴出圧力は流出
先端部の一部に偏ったり、集中したりすることなく、流出先端部の内面に均一に拡散する
。
【００３２】
　この拡散されたエアゾール内容物は、流出先端部から外部に噴出するが、その噴出方向
は拡散割溝によって両側を規制され、上下方向または左右方向のみ拡散して、一定の厚み
を有する扇形に噴射される。この扇形の噴射角度は、拡散割溝の底部を流出路の流出先端
部に切り込んで形成した開口幅、即ち、流出先端部の半円球状の円心Ｏと、拡散割溝との
接触角度θによって決定される。この接触角度θが大きければ大きな噴射角を得られるし
、小さければ小さな噴射角となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の噴射状態の一実施例を示す断面図。
【図２】　噴射使用状態の斜視図。
【図３】　流出先端部を半円球状としたノズル体先端の拡大部分断面図。
【図４】　流出先端部を半円球状としたノズル体先端の拡大正面図。
【図５】　図４のＡ－Ａ線断面図。
【図６】　図４のＢ－Ｂ線断面図。
【図７】　流出先端部を半円柱状としたノズル体先端の拡大部分断面図。
【図８】　流出先端部を半円柱状としたノズル体先端の拡大正面図。
【符号の説明】
　４　　ノズル体
　５　　流出路
　６　　流出先端部
　７ 　 拡散割溝
　８　　底部
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